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令和７年度事業計画書 

 

社会福祉法人和歌山ひまわり会 

介 護 老 人 福 祉 施 設 広 川 苑 

短 期 入 所 生 活 介 護 広 川 苑 

ケアプランセンター広川苑 

 

 

 介護老人福祉施設広川苑（含短期入所生活介護事業）では、法人の基本理念である「笑顔い

っぱいの生活」を作り上げてゆくため、「１．人を育て、人を慈しみ、人としてあるべき姿へ

の支援を行う。２．ゆとりある環境の基に真心を込めた福祉サービスを提供する。３．地域に

開かれた施設として、地域福祉に貢献すると共に、地域の財産としてその価値の向上を図る。」

の３つの経営理念を柱として、以下の方針で運営してゆく。 

 

Ⅰ．運営方針 

 １．ご利用者・ご家族との信頼の絆と個人の尊厳を大切にし、生きがいと安らぎのある生活

を提供して行く。 

 ２．介護サービスの多様化を図り、ご利用者の自立を支援して行く。 

 ３．笑顔とやさしさをモットーとし、家庭的な環境でのサービスを目指す。 

 ４．職員の専門職としての能力開発と自己啓発。 

 

Ⅱ．経営方針及び経営計画 

 １．６年度から引き続き、感染症対策の徹底を継続し、特養・ショートステイ（短期入所生

活）部門については、運営方針に基づく生活の場としてのサービスの提供を行い、安定

した入所率を確保できるような入所計画を含めた経営をしてゆく。 

  

Ⅲ．入所計画 

   すでに満床状態であり入所待機者もありますが、県指導基準に基づき入所検討会により

入所計画を進めていく。 

 

Ⅳ．利用者の処遇 

Ⅰ．生活指導 

１）生活相談員、介護職員等と入所者との対話の場を数多く持ち、入所者の不満、悩み事

の相談に応じ、きめ細かい指導による相互信頼関係の確立によって精神安定を図り、

安心して明るい日常生活が送れるよう配慮する。また利用者の状況等に関する情報を

職員が共有できるよう取り組んでいく。 

フロア単位の責任の明確化や担当職員制により家庭的雰囲気をつくりあげてゆく。 
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２）入所者の趣味の涵養
かんよう

に努め、孤独になりがちな高齢者の精神安定を図るよう努める。 

３）レクリエーション・行事を積極的に取り入れ、常に斬新な環境をつくり上げていく。 

  （毎月の誕生会・季節事のイベント等・外出レクについては、コロナ過である為、中

止とする。）   

２．食 事 

食事については、紀和味善への業務委託であるが、施設側と紀和味善との定期的情報交 

換だけでなく、その都度入所者個々に対応した献立等の指導・申し入れを行い、栄養面に 

配慮した献立とすると共に、適温・適時の配膳により楽しく食事ができるよう努める。 

３．介護予防 

広川町地域包括支援センターとの連携により、介護予防に必要な器具及び資格等を検討 

してゆく。 

４．ケアプランセンター広川苑（居宅介護支援） 

   居宅において要介護状態にある高齢者に対し、その置かれている環境等に応じて利用者

の選択に基づき、市町村、居宅サービス提供事業所等との連携をはかりつつ、適切な保険

医療サービス及び福祉サービスが、多様な事業者から総合的かつ効率的に提供されるよう

援助を行っていく。 

 

Ⅴ．設備整備及び生活環境の整備 

 １．リハビリ用具や談話スペース・居室等における備品の充実は利用状況等をみて計ってゆ

く。 

２．生活環境整備 

  また、各種整備や機器等（介護ロボットの導入）の整備については、入所者が清新な気

持ちで日常生活が過ごせるよう、居室の清掃、換気、寝具の消毒をはじめ、施設内外の環

境衛生保全に特に配慮する。 

 

Ⅵ．健康管理 

   入所者の健康管理には、特にきめ細かい注意を払い、定期的な医師の回診により疾病の 

予防と早期発見に努め、その状況を記録しておく。 

 入所者の健康状態は、医師、看護師、介護職員、生活相談員の連絡協調のもと十分に配 

慮し、必要に応じて担当者の会議を開き、入所者の日々の健康状態を常に把握するよう努

める。 

 

Ⅶ．防災計画 

   施設の建造物及び設備の保全については、全職員の協力の下防災体制に万全を期す。 

   防災体制については、火災予防の意識を常に持ち、火気を使用する場所や消火器、非常 

用水等は随時点検するとともに、避難訓練等も定期的に実施し、有事の際は速やかにかつ 

安全に避難できる訓練を実施する。 
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 消防避難訓練：４月頃、１０月頃の年２回実施する。 

 

Ⅷ．広報活動 

   広川苑の事業内容及び苑内における処遇の状況についても、ご家族に知ってもらえるよ 

うデイサービスセンター広川苑と合同広報誌を刊行する。また法人の理念、経営方針につ

いても知ってもらえるよう働きかける。 

 新型コロナ感染症のまん延により、面会については中止とし、リモート面会を継続する。 

 

Ⅸ．職員の研修 

   職員については、中途採用者が多いが経験未熟者も少なくないのでＯＪＴによる研修を 

行い、入所者に不満が生じないよう配慮しながら実施するものとする。また、外国人介護

人材の受け入れも行う。 

   職員の研修については、施設外研修及び施設内研修を中心に、職員の能力向上を図って

いく。但し、感染症等の感染状況が好転すれば、県内外研修に職員を派遣して、能力向上

を図っていく。 

 

Ⅷ．ボランティアの受け入れ 

   感染症等の感染状況の把握しながら、地域ボランティアの受け入れを積極的に行い、地

域交流を深めていく。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


